
申請事業名：海のごちそう地域モデルin大間 申請団体名：海と大間の未来づくり実行委員会

背景

＆

課題

温暖化や海洋環境の変化でイカなどが不漁。高い値の付くマグロ漁に依存する、いびつな漁業形態になっている。

津軽海峡には多様な海の資源があるが、マグロ以外が地域に出回らないため、海の資源に対する知識に偏りがある。

大間町には学校給食がないため、子どもたちが食を通して海を知る機会が乏しく、海の町なのに子どもたちの魚離れ、海離れが急速に進んでいる。

▼津軽海峡で獲れる白身魚(未利用魚)を通じて、大間の海の食文化と豊かさを守り、未来につなぐプロジェクト。

小学校高学年対象に、2日間に渡る

海の体験「津軽海峡 海の子アカデミー」を実施

地元2小学校、むつ市小学校で、

海の食育授業（海の学び・体験+食)を定番化

スーパーチェーン、都市部・域内飲食店と連携し

アゲ魚っ子販促キャンペーンを実施

実施① 実施② 実施③

2022年度実施内容のまとめ

＋ ＋

①通年での地産地消体制が確立できていない

②魚種に応じたメニュー開発・商品開発の機能が脆弱

③子どもたちからのムーブメントを、さらなる横展開に

2022年度

課題点

①通年での原材料調達・加工・提供によって、海の課題を発信

②工房的な商品開発の拠点をつくり、取組みを見える化

③大間発の「海の食育」アクションを、下北半島全域に広げる

2023年度

改善点

量的成果（事業の拡がり）

①
大間近郊20東京10の飲食店、青森県内スーパー36店と連携、魚っ子

ボール約2万個、海のアゲ弁約2700個販売し、海のメッセージを届ける。

②
飲食店グループ・㈱ゼットンと連携し、アロハテーブル全国17店のキッズ向けプ

レートにアゲ魚っ子ボール採用。約4300個を提供し、話題づくりを行う。

③
学校給食のない地元2小学校の全児童・職員226人に「海のアゲ弁」提供、

むつ市の4小中学校約205人にメニュー提供しつつ、海の学びの機会を創出。

質的成果（次なる展開への芽）

①
シェアキッチンを運営している団体が、大間高校生とともにアゲ魚っ子のテスト

販売をさせてくれないかと提案してきた。

②
地元の漁協女性部と、魚さばき体験や調理販売を実施し連携を深めた。魚

の加工・調理の拠点があれば、商品開発に加わりたいという意向あり。

③
取組みが近隣市町村にも認知されてきて、町外の行政・まちづくり関係者、

飲食店などとの連携をはかる土壌ができた。



報告資料

事業内容を補足する

イメージ写真

＜海の食育＞アニメーションやクイズなどを盛り込んだ動画を
作成。低学年にも楽しくわかりやすく、海の学びを提供。

＜海の子＞海の子アカデミーに参加して海の課題を自分ご
と化した子どもたちが、取組みの牽引役として活躍。

＜大間アゲ魚っ子キャンペーン＞大間近郊17店に加え、
むつ、函館、青森、東京10店を加えた30店と連携。

＜アゲ魚っ子ランチ大賞＞地元の小学生を対象にしたラン
チメニューのコンテストを実施。地元イベントで表彰、発信。

＜業務用：アゲ魚っ子ボール＞使い道のないロウソクホッケ
を活用し、業務用冷凍食品を開発。

＜海のアゲ弁＞スーパーチェーンと連携、弁当開発。青森県
内36店舗で販売し、海のメッセージを拡散。



報告資料：実施②小学校での海の食育の定番化

「海の学び（体験）+食べる」がセットになった「海の食育」プログラムを立案。教材を整備しつつ
小学校の授業や行事と親和性の高いテーマのものを組み込んでいった。

パターン①総合学習
に組み込み

パターン②調理実習
（またはPTA行事）

に組み込み

パターン③食育時間
（昼食時間）
に組み込み

■体験：海洋ゴミ調査＋海の学び＋ホッケドッグ
→9月15日実施
→対象：大間小学校６年生40人
海洋環境学習と大間崎での海洋ゴミ調査のあと、
ホッケドックを食べる。
・秋の海ゴミゼロウィークとも連動して実施

■体験：魚の調理＋海の学び＋ホッケカツカレー
→11月9日実施
→対象：奥戸小学校5・６年生10人
地元の海で獲れる多様な魚を知ったあと、ホッケを
自分でさばいて調理して食べる。

■【給食なし】海の食育＋海のアゲ弁
→10月21日実施 対象：大間小学校173人

→10月26日実施 対象：奥戸小学校26人
動画を活用して海の学びを提供しつつ、海のアゲ弁
（アゲ魚っ子弁当）を食べる。

■海の食育+給食：アゲ魚っ子ボール
→11月16日実施
→対象：むつ市川内小学校4年生10人
講師(下北地方水産事務所)による漁業や海の
問題などの学び提供。
→対象：むつ市川内小中学校143人

脇野沢小中学校16人
教材チラシを配布。校内放送を聴きながら食べる。



報告資料：実施②小学校での海の食育の定番化 アンケートより

■2022年10月21日・26日実施：大間小学校173名（＋教職員18名）、奥戸小学校26名（＋教職員9名）全児童にアンケート

◆弁当を食べた児童の85％が、「おいしかった」と回答
◆動画を見て、わかったこと→全体の79％が「豊かな海を守ることは大事」と回答
◆大間の子として、やりたいこと→全体の84％が、「大間の海をきれいにしたい」と回答
◆「おうちで話したいこと」フリーコメントより抜粋
・お父さんとお母さんにアゲ魚っ子をしょうかいしたい
・海のイベントに参加したい、大間アゲ魚っ子をもっと食べたい
・これからいろいろな大間の魚を食べていきたいということと、大間の海をきれいにしていきたいです。
・温暖化であつくなると海の中にも影響があることが分かりました
・アゲ魚っ子弁当がとてもおいしかったこと 大間の海がかわってきてること
・たくさんのさかながあって、いろんなことをしれたこと
・海の生き物だけでめっちゃうまい弁当をつくれるんだって、ということを話したい
・しろみの魚などを釣ってきたらアゲ魚っ子にしてほしい
・つぎはどんなアゲ魚っ子の食べ物ができるのか
・大間の海は昔と変わってきている
・アゲ魚っ子を食べて大間の魚はとてもおいしいし、海について勉強になることも多かった

■2022年11月16日実施：川内小学校88名（＋教職員19名）・川内中学校55名（＋教職員15名）
・脇野沢小学校14名（＋教職員7名）・脇野沢中学校2名（＋教職員5名）うち川内小学校の全児童にアンケート

◆アゲ魚っ子ボールを食べた子の90％が、「おいしかった」と回答
◆食べてみて感じたこと→全体の80％が、「また給食で食べたい」と回答

→全体の69％が、「海をきれいにしたい」と回答
◆フリーコメントより抜粋
・海のことをいっぱいしりたいです。海をまもるとりくみがあるならぜひ行きたいです。
・もっと魚を食べようと思ったし、海もきれいにしたいと思いました。また食べてみたいです
・ロクロクホッケのことを初めて知りました もっと知りたいし、えいようもたくさんあるのがいいなと思いました
・地球温だん化学が続けば色々な魚がぜつめつして食べれなくなるので自分でやれることはやりたいと思った。
・ほかの魚も食べてみたいと思った。肉ばかりでなく、魚ももっと食べたいと思った。
・もっと海のことを知って海の環境を守りたい
・いつもは魚が食べれないけどアゲ魚っ子ボールを食べて魚が好きになりました。
・もっと魚の事をしりたいと思ったし、漁業や海の事もしりたいと思ったので、魚の子になりたいと思いました。



テレビ・ラジオ露出



新聞露出

東奥日報
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